
1

平成 28 年 3 月 

関 係 各 位

コンサルティングエンジニア連盟

会  長   石井 弓夫

『平成 28年コンサルティングエンジニア連盟』会員加入のご案内

拝啓 陽春の候 貴台におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

さて、『コンサルティングエンジニア連盟』は、平成 13 年７月、建設コンサルタントな

どのコンサルティングエンジニアにとって必要とされる政治活動を行うことを目的に設

立されました。今日に至るまでの皆様のご理解とご協力に厚くお礼申し上げます。

ところで、我々コンサルティングエンジニアの果たすべき役割は年々大きく、かつ重要

になってきておりますが、その社会・経済的地位は依然として不安定な状況にあります。

国民から信頼され、中立及び独立の立場で的確な技術的判断と適切な行動をするために

は、我々自身が技術力および資質の向上を図らなければならないことはもとよりであり

ますが、それと同時に、社会資本の整備推進と改善、これを担うコンサルティングエン

ジニアの地位の向上を目指し、立法・行政府へ働きかけるとともに理解ある政治家への

支援を行っていかなければなりません。このため、連盟では別紙のとおり

① 安全・安心な国づくりのための社会資本整備の継続的推進 

② 補正及び当初予算の円滑な執行とコンサルティングエンジニアの活用 

③ ⎾公共事業調達法(仮称)⏌制定の推進 

④ 地域に密着したコンサルティングエンジニアの育成 

⑤ コンサルティングエンジニアの著作権の保護 

⑥ 適正な利益水準の確保と次世代の担い手育成のための環境整備 

⑦ コンサルティングエンジニアの法的根拠の確立 

の 7項目を平成 28年の活動方針としております。

公共調達適正化の推進に関しては、一昨年の 6月「公共工事の品質確保の促進に関する

法律」改正案が公布されました。この改正では、公共工事の品質確保のための担い手の

中長期的な確保を基本理念として掲げ、そのために関係する企業が適正な利潤を確保で

きるようにすることが発注者の責務として明記されました。また、「調査、設計業務にお

ける技術的能力の審査など」（第 22 条）の条項が追加されるとともに、調達における技
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術力による選定の拡大、多様な入札契約制度の導入・活用などがうたわれています。今

後は、地方自治体も巻き込み公共事業調達を適正化していく方向性が示され、我々が求

めてきた調査・設計を含む公共調達法の実現へ向けて着実に前進しているものと考えて

います。上記の活動方針の⑥はこの品確法改正を受けて昨年から新たな方針として追加

いたしました。 

平成 28 年度の公共事業の予算（公共事業関係費、国費）は、ほぼ昨年度と同額の予算

が計上されています。また、平成 28 年 2 月からは、3年連続で設計業務単価がアップさ

れ（設計で平均 3.9％）、我々の活動の成果も部分的にはあったのではないかと自負して

おります。 

東日本大震災や笹子トンネル事故等を目の当たりにし、また、昨年には鬼怒川の破堤に

よる常総市等の水害などもあり、国民の間には社会資本整備の重要性に対する理解が深

まりつつあります。この様な社会・政治情勢の変化の時期を逃すことなく、国土強靭化

等へ向けた継続的な公共事業予算の獲得、品確法を更に発展させた『公共事業調達法（仮

称）』や建設コンサルタントの地位向上を目指した『資格法』の制定に向けて立法・行政

府への働きかけを強めて行くべきであり、連盟としては社会資本整備にご理解のある政

治家への支援を今後とも幅広く行っていく所存です。

とりわけ、本年 7 月に予定されている参議院議員選挙に於いて、これまで長年勤めら

れ我々に数々の結果をもたらして頂いてきた脇先生に代わり、元国土交通省技監の足立

としゆき氏が自民党公認候補として立候補されます。コンサルティングエンジニア連盟

といたしましても足立候補の高位当選へ向け一丸となって応援して参る所存です（添付

「来夏の参議院議員選挙に立候補される足立敏之氏の推薦について」参照）。 

関係各位におかれましては、別紙の平成 28年コンサルティングエンジニア連盟活動方

針にご理解・ご賛同を頂き、特に本年はできるだけ多くの方々に是非とも本連盟に加入

して頂きますようお願い申し上げます。

なお、本連盟の活動内容などに関しましては以下のウエッブサイトをご参照ください。

http://consulting-engineer-renmei.jp/ 

敬具
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[連盟入会手続きについて] 

ご加入いただけます場合は、誠に勝手ではございますが、次の要領でご手配くださる

ようお願い申し上げます。

（1） 連盟への連絡

・ 新規、既入会の別を問わず、同封の『入会申込書兼会費納入通知書』に所定の事

項（氏名、住所、電話番号、E-mail、勤務先、申込口数、既加入・新加入の別）

を記入のうえ FAXにてご送信下さい。(会員の個人情報管理を厳格に行いますの

で、メールアドレスの記入は必ずお願いします) 

・ 新規に加入される方で、既加入の会員の方とご一緒に送金される場合は、『入会

申込書兼会費納入通知書』に既会員の方とご一緒にご記入いただいても結構です。

その場合は新規加入の欄に○印をお付け下さい。

（2） 会費の納入

・ 平成 28年（会員期間平成 28 年 1 月～平成 28 年 12 月）の年会費（1口 5,000 円

で 1口以上）を同封の振込用紙にてお振込下さい。 

・ 何人かご一緒に送金される場合は、『入会申込書兼経費納入通知書』の先頭に記

入いただいている方のお名前でお振込下さい。

添付資料 

・第 15期コンサルティングエンジニア連盟総会報告
・同総会資料一式（平成 27年活動報告・平成 28年活動方針等）
・コンサルティングエンジニア連盟規約

・入会申込書兼会費納入通知書

・「2016年 7月の参議院議員選挙に立候補される足立敏之氏の推薦について」
・足立候補関係パンフレット等

以上


